
現
代
日
本
話
に
お
い
て、
文
法
に
関
す
る
日
中
両
国
語
の
対
照
研
究
は、

語
構
成・
文
の
構
成・
表
現
形
式
な
ど
に
つ
い
て
は、
研
究
が
か
な
り
進
ん

で
い
る
と
酋
っ
て
も
よ
い。
本
稼
は、
中
国
で
日
本
語
教
育
に
携
わ
っ
て
き

た
私
が、
酋
語
理
論
を
ど
の
よ
う
に
教
打
現
場
に
生
か
す
と
い
う
観
点
か
ら

の
も
の
で
あ
る。
日
本
話
の
学
習
の
中
で、
日
本
語
の
受
動
表
現
は、
大
変

多様
で、
特
に
迷
惑
の
受
け
身
表
現
は、
中
国
語
に
直
訳
す
る
と、
な
か
な

か
意
味
が
通
じ
な
い
場
合
が
多
い。
例
え
ば、

客
に
来
ら
れ
て、
勉
弛
が
で
き
な
か
っ
た。
／
被
客
人
来、
没
能
学
習。

9

.

 

x
 
9

9そ
の
逆
に、
中
国
栢
で
極
静
通
の
受
動
表
現
を、
日
本
師
に
訳
す
と、
受

動
表
現
が
不
可
能
の
場
合
も
あ
る。
例
え
ば、

他
被
那
件
事
愁
死
了。
／
彼
は
そ
の
こ
と
に
困
ら
れ
て
し
ま
っ
た。
⑱

本
来
日
本
語
の
受
動
表
現
は
「
木
を
切
り
倒
す

ー木
が
切
り
倒
さ
れ
る」、

「
刑
事
が
犯
人
を
週
ま
え
る
I
犯
人
が
刑
事
に
姐
ま
え
ら
れ
る」
の
よ
う
に、

序

論

日
中
の
受
動
表
現

ー
日
本
語
学
習
の
観
点
か
ら

ーー＇

他
勁
詞
の
目
的
語
が
受
け
身
の
主
体
と
な
っ
て、
成
立
す
る
も
の
で
あ
る
が、

日
本
語
の
場
合
に
は、
自
動
詞
に
つ
い
て
も、
「
雨
に
降
ら
れ
る」、
「
子
に

先
立
た
れ
る
J

の
よ
う
な
受
け
身
の
形
が
見
ら
れ
る。
こ
れ
は
不
本
意
な
意

味
で、
迷
惑
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
を
持
つ
酋
い
方
で
あ
り、
「
迷
惑
の
受
け
身」

と
呼
ば
れ
る。
迷
惑
の
受
け
身
は
「
泥
水
を
跳
ね
返
さ
れ
た」、・「
塀
に
車
を

ぶ
つ
け
ら
れ
た」
の
よ
う
に、
他
動
詞
に
つ
い
て
も
成
立
す
る
が、
こ
の
場

合
に
は
晋
通、
他
動
詞
の
目
的
話
は
受
け
身
の
主
体
と
な
ら
な
い。

中
国
語
で
は、
「
被・
譲・
教・
叫・
給・
由」
な
ど
の
「
介
詞」
と

「
挨・
受」
な
ど
の
動
詞
に
よ
っ
て、
表
さ
れ
る
受
動
表
現
が
あ
る。
中
に

は、
日
本
梧
と
同
じ
よ
う
な
使
い
方
も
あ
る。
こ
れ
は
日
本
語
学
習
の
際、

便
利
で
あ
る
が、
と
同
時
に、
意
味
と
用
法
の
異
な
る
場
合、
両
者
を
混
同

し
て、
間
違
え
る
こ
と
も
あ
る。

日
本
語
の
受
動
表
現
は、
外
国
人
の
学
習
者
に
と
っ
て、
難
し
い
問
姐
の

―
つ
で
あ
る。
そ
れ
を
使
い
こ
な
す
に
は、
母
国
語
と
の
類
似
点
と
相
違
点

を
よ
く
知
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る。
そ
れ
で
は、
次
に
日
本
語
と
中
国
語
に

お
け
る
そ
れ
ぞ
れ
の
受
動
表
現
を
比
較
し
な
が
ら、
見
て
い
こ
う
と
思
う。

孫

桂

琴
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古
来、

日
本
語
の
口
語
で
は、

あ
ま
り
受
け
身
が
使
わ
れ
な
か
っ
た
。

時

と
し
て、

使
わ
れ
た
と
し
て
も、

不
泊`

不
本
意
の
意
味
の
含
ま
れ
る
迷
惑

の
受
け
身
で
あ
っ
た。

と
こ
ろ
が
、

明
治
以
後、

西
欧
語
の
影
奔
を
受
け
て、

非
情
物
を
主
語
に
す
え
た
受
動
形
も
現
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

例
え
ば
、

m
日
本
は
海
に
囲
ま
れ
て
い
る
。

②
私
の
こ
の
気
持
ち
は、

次
に
挙
げ
る
有
烏
武
郎
氏
の
文
章
に
よ
っ
て、

さ
ら
に
一

層
は
っ

き
り
裏
世
き
さ
れ
る
だ
ろ
う
と
思
う。
（
上
田
英
夫

「
現
代
文
穿
請
座」
）

以
上
の
例
文
で
は、

主
語
に
す
え
た
「

日
本」、
「
心
持
ち
」

は、

能
動
文

に
お
い
て、

そ
れ
ぞ
れ
「
囲
む
」、
「
裏
杏
き
す
る
」

の
客
語
で
あ
る
。

中
国
梧
に
も、

こ
の
た
ぐ
い
の
受
動
形
が
あ
る
。

例
え
ば、

m
蓬
花
被
微
風
吹
起。

／
郊
の
花
は
徴
風
に
吹
か
れ
て、

邦
い
上
が
っ
た。

③
夜
空
被
五
彩
濱
紛
的
焔
火
照
得
光
彩
称
目。

／
夜
空
は
花
火
の
輝
き
に

照
ら
さ
れ
て、
（
見
る
者
の）

目
を
兼
う
ば
か
り
美
し
い
彩
り
に
な
っ

こ
。
t

以
上
挙
げ
た
二
文
で
は
、

主
語
は
非
梢
物
を
表
す
名
詞
で
、
「
淡
花」、

「
夜
空
」

は、

能
動
文
に
お
い
て、

そ
れ
ぞ
れ
「
吹」、
「
照」

の
客
誦
で
あ

る
こ
と
で、

前
に
梁
げ
た
日
本
語
の
受
け
身
文
と
同
じ
形
式
だ
と
言
っ
て
よ

か
ろ
う。

こ
の
た
ぐ
い
の
受
勁
形
は
（
主
語
が
有
梢
の
場
合
も
含
め
て）
、

時
と
し

客
観
的
な
叙
述
に
用
い
る
受
け
身

て、

話
し
手
の
強
閥
し
た
い
気
持
ち
と
相
侯
っ
て、

客
諾
で
あ
る
べ
き
語
を

一

番
最
初
の
位
箆
に
す
え、

そ
れ
を
話
題
と
し
て、

客
観
的
に
論
じ
る
場
合

に
使
わ
れ
る
。

ま
た、

文
脈
か
ら
言
う
と、

こ
れ
は、

主
語
の
一

致
性
の
要

求
に
応
じ
る
こ
と
に
も
役
立
つ
の
で
あ
る
。

例
え
ば、

m
我
要
利
用
祢
仰、

而
不
被
祢
何
所
利
用。
（
老
舎）

／
私
は
あ
な
た
た

ち
を
利
用
し
よ
う。

し
か
し、

あ
な
た
た
ち
に
利
用
さ
れ
な
い
。

③
太
郎
は
両
棲
類
に
な
っ
た。
一

日
中
シ
ュ
ノ
ー
ケ
ル
を
つ
け
て、

海
に

湘
っ
て
い
る。

海
の
中
の
世
界
の
美
し
さ
に
と
り
つ
か
れ
た
の
で
あ
る
。

（
凶口
野
綾
子
の
「
太
郎
物

語」）

③
内
供
は
首
を
振
っ
て、

痛
く
な
い
と
い
う
意
味
を
示
そ
う
と
し
た
。

と

こ
ろ
が
昴
を
跨
ま
れ
て
い
る
の
で、

思
う
よ
う
に
首
が
動
か
な
い
。

（
芥
川
竜
之
介
「
昴」
）

以
上
の
よ
う
な
二
つ
か、

そ
れ
以
上
の
文
か
ら
な
っ
て
い
る
例
は、

主
話

が、

た
だ
一

度
し
か
現
れ
な
い
。

こ
れ
は
受
け
身
表
現
が
あ
る
か
ら、

後
文

に
主
語
が
な
く
て
も、

前
文
と
同
じ
で
あ
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。

以
上

の
各
例
文
は、

能
動
文
の
「
A
は
B
を：―.
す
る
」

か
ら
変
わ
っ
た
も
の
で、

動
作
主
は
文
頭
に
出
て
く
る
。

と
こ
ろ
が
、

動
作
主
の
現
れ
な
い
場
合
も
少

な
く
な
い
。

例
え
ば、

m
四
月
七
日
に
は
入
学
式
が
行
わ
れ
ま
す
。

切
会
議
が
開
か
れ
る
。

こ
の
よ
う
な、

中
国
器
で
「
挙
行
入
学
典
礼」、
「
間
会」

の
能
勁
態
で
表

さ
れ
る
文
を、

日
本
語
で
は、

受
動
形
で
表
す
ほ
う
が
自
然
で
あ
る。

し
か
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し、
中
国
人
の
学
習
者
に
は
学
習
し
に
く
い
用
法
で
あ
る。
中
国
栢
の
受
け

身
表
現
に
は、
Z

会
被
開
了」
／
会
訊
が
開
か
れ
る」
と
い
う
酋
い
方
が
な

い。
「
開
会
／
「
会
譲
を
す
る」
と
言
う
と、
い
か
に
も
こ
ち
ら
が
巡
ん
で

そ
う
す
る
と
い
う
感
じ
で
あ
る。
そ
の
た
め、
自
然
に
そ
の
よ
う
な
状
態
に

な
る
と
い
う
意
味
を
表
す
に
は、
「
有
会」
／
「
会
賊
が
あ
る」
と
い
う
の

が
よ
さ
そ
う
で
あ
る。
な
か
な
か
受
動
形
で
表
せ
な
い。
時
と
し
て
は、
過

去
の
こ
と
を
叙
述
す
る
に、
「
会
間
了」
／
「
会
訊
が
開
い
た」
の
よ
う
な

表
現
も
あ
る
が、
こ
れ
は
形
式
上
で、
受
動
文
で
な
い
よ
う
だ
が、
意
味
の

上
で
は、
受
け
身
表
現
で
あ
る。
中
国
甜
で
は
こ
う
い
う
た
ぐ
い
の
受
け
身

表
現
も
よ
く
見
ら
れ
る。
例
え
ば、
「
北
京
招
放
了」
／
「
北
京
が
解
放
し

た」、
「
茶
杯
打
破
了」
／
「
コ
ッ
プ
が
壊
し
た」、
「
人
民
生
活
遂
歩
改
善」

／
「
人
民
の
生
活
が
だ
ん
だ
ん
改
善
す
る」
な
ど
が
そ
れ
で
あ
る。
だ
か
ら、

受
け
身
と
は、
必
ず
中
国
語
の
「
被」
に
相
当
す
る
と
い
う
考
え
に
拘
ら
な

い
で、
そ
の
内
的
意
味
を
理
解
す
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る。

以
上
挙
げ
た
例
文
は、

非梢
の
受
け
身
と
し
て、
客
観
的
な
叙
述
の一
っ

で、
話
し
手
と
熊
関
係
に
行
わ
れ
る
こ
と
を
表
す
場
合
が
多
い。
も
う一
っ

客
観
的
な
叙
述
で、
受
け
身
で
状
態
を
表
す
場
合
も
あ
る。

m
机
の
上
に
本
が
171
か
れ
て
い
る。

②
花
祖
に
花
が
植
え
ら
れ
て
い
る。

こ
の
よ
う
な
文
を
中
国
語
に
訳
せ
ば、
「
点
子
上
放
焙
柑」、
「
花
檀
里
裁

箔
花」
の
よ
う
な
状
態
を
表
す
能
勁
文
に
な
る。
こ
れ
は
中
国
語
の
受
動
形

で
は
な
か
な
か
表
せ
な
い。

客
観
的
な
叙
述
に
用
い
る
受
け
身
で、
自
発
と
つ
な
が
る
受
動
形
も
あ
る。

日
本
人
の
多
く
は
非
常
に
婉
曲
的
な
叙
述
が
好
き
で、
も
の
を
酋
う
場
合、

客
観
的
な
色
彩
を
そ
え
て
言
っ
た
り
す
る。
例
え
ば、
「：．．．．
 と
酋
わ
れ
て

い
る」、
「；．．．．
 と
思
わ
れ
る」、
「：．．．．
 と
考
え
ら
れ
る」
の
よ
う
な
表
現
が

そ
れ
で
あ
る。
こ
れ
は
許
返
性、
一
般
性
を
含
む
表
現
で
あ
る。
こ
の
よ
う

な
表
現
は
主
体
の
主
観
的
な
判
断
が
含
ま
れ
な
い
の
で、
自
発
と
区
別
が
つ

か
な
い。
だ
か
ら、
こ
の
点
で
は、
受
け
身
と
自
発
と
が
つ
な
が
る
と
見
ら

れ
る。
こ
れ
を
中
国
語
で
表
す
場
合、
受
け
身
だ
け
で
不
十
分
で
あ
り、
ま

た、
そ
の
動
詞
の
前
に、
一
般
と
か
い
う
よ
う
な
辿
用
修
節
栢
を
使
わ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い。
そ
こ
か
ら
日
本
人
の
個
人
の
考
え
方
を
人
に
押
し
付
け
る

こ
と
を
避
け
る。
泣
回
し
に
も
の
を
雷
う
意
微
が
何
わ
れ
る。

以
上
客
観
的
な
叙
述
に
用
い
ら
れ
る
受
け
身
を
あ
げ
た
が、
B
中
両
国
語

共
に、
非
情
物
を
主
栢
に
す
え
る
場
合
が
多
い。
と
こ
ろ
が
日
本
柄
で
は、

非
梢
の
受
け
身
が
多
い
け
れ
ど
も、
必
ず
し
も
制
限
が
な
い
と
は
限
ら
な
い。

中
国
人
の
学
習
者
は
よ
く
次
の
よ
う
な
文
を
作
り
出
す。

い
昨
日、
買
っ
た
本
が
林
さ
ん
に
持
っ
て
行
か
れ
た。

ゆ
こ
の
本
は
李
さ
ん
に
読
ま
れ
て
い
る。

こ
れ
は
文
法
的
に
は、
何
の
間
述
い
も
な
い
よ
う
だ
が、
言
胚
習
泊
と
し

て、
日
本
語
で
あ
ま
り
そ
う
い
う
酋
い
方
を
し
な
い。
こ
う
い
う
文
を
作
り

出
す
の
は、
中
国
語
で
「
那
本
街
叫
小
林
念
走
了」
の
よ
う
な
口
語
文
の
発

想
に
そ
の
ま
ま
従
っ
た
た
め
で
あ
ろ
う。
と
こ
ろ
が
日
本
語
で
は、
い
わ
ゆ

る
「
非
情
な
受
け
身」
は
客
観
的
に
事
実
を
叙
述
す
る
た
め、
動
作
主
は
あ
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客
語
を
含
ん
だ
受
け
身

ま
り
問
題
に
な
ら
な
い
。

動
作
主
が
問
姐
に
な
る
に
し
て
も、

あ
る
具
体
的

な
特
定
な
も
の
で
は
な
く、

抽
象
化
し
た
も
の
を
動
作
の
主
体
と
す
る
の
が

一

般
的
で
あ
る。
「
こ
の
本
は
李
さ
ん
に
読
ま
れ
て
い
る」

を
＿
こ
の
本
は

青
年
の
間
で
（
人
々
に）

愛
読
さ
れ
て
い
る
l

と
で
も
直
さ
な
け
れ
ば
成
立

で
き
な
い
。

要
す
る
に、

以
上
述
ぺ
た
こ
の
稲
の
受
け
身
表
現
は、

日
本
語
と
中
国
語

と、

そ
れ
ぞ
れ
に
多
く
使
わ
れ
て
い
る。
「
日
本
は
海
に
囲
ま
れ
て
い
る」、

「
弟
は
父
に
叱
ら
れ
た」

の
よ
う
な
直
接
受
け
身
は、

日
中
両
国
語
で
は、

同
じ
よ
う
な
表
し
方
で
あ
る
た
め、

中
国
人
の
学
習
者
は
あ
ま
り
誤
り
を
し

な
い
。

と
こ
ろ
が
「
会
議
が
開
か
れ
る」、
「
：•'
と
思
わ
れ
る
」

の
よ
う
な、

受
け
身
表
現
の
裏
に、
一

種
の
自
然、

自
発、

婉
曲
の
意
味
の
含
ま
れ
る
文

は、

中
国
人
の
初
学
習
に
は、

理
解
し
に
く
く、

そ
の
使
い
方
に
不
慣
れ
で、

間
違
い
を
起
こ
す
こ
と
も
よ
く
あ
る。

こ
の
点
か
ら
考
え
る
と、

日
本
語
の

受
け
身
表
現
は
中
国
語
に
比
ぺ
て、

複
雑
で、

使
用
範
囲
も
広
い
こ
と
は
確

か
で
あ
る。

前
節
で
は、

能
動
文
の
客
語
を
主
語
を
す
え
た
た
め
に、

客
語
が
な
く
な

る
楊
合
が
多
か
っ
た
が、

次
に
そ
れ
と
類
の
途
っ
た、

客
語
を
含
ん
だ
受
け

身
を
検
討
し
よ
う。

中
国
語
の
受
け
身
表
現
に
は、

客
語
を
含
ん
だ
文
が
多
い
。
「
中
国
語
文」

の
中
の
李
臨
定
氏
の
杏
い
た
「
被
字
句」

に
よ
れ
ば、

受
け
身
文
は、

次
の

十
種
類
に
分
け
ら
れ
て
い
る。

①
主
語
と
客
語
が
所
属
関
係
に
あ
る。

a
他
被
敵
人
炸
但
了
左
脚。

／
彼
は
敵
の
爆
弾
に
よ
っ
て、

左
足
を
偕

付
け
ら
れ
た。

b
在
那
次
動
乱
中、

有
的
人
被
奪
去
了
生
命。

／
あ
の
動
乱
の
中
で、

あ
る
人
は
命
を
奪
わ
れ
た
。

「
他」

と
「
左
脚」、
「
人」

と
「
生
命」

と
は
そ
れ
ぞ
れ
所
屈
関
係
に
あ

る。

こ
れ
は
日
本
語
の
「
私
は
泥
棒
に
財
布
を
取
ら
れ
た」、
「
私
は
犬
に
手

を
か
ま
れ
た」

と
同
じ
形
式
で
あ
っ
て、

被
害
を
表
す
点
で
は
一

致
し
て
い

る。
②
客
語
が
主
語
の
1

部
分
で
あ
る。

a
平
房
被
敵
人
焼
毀
了
幾
間。

／
平
屋
は
敵
に
幾
問
も
焼
か
れ
た。

b
敵
人
的
五
個
師
己
経
被
我
佃
消
滅
了
三
個。

／
敵
の
五
つ
の
師
団
の

う
ち、

す
で
に
三
つ
は
私
た
ち
に
全
滅
さ
れ
た。

日
本
語
の
場
合、
「
平
屋
は
敵
に
幾
間
も
焼
か
れ
た
」

の
よ
う
に、

客
語

だ
っ
た
「
幾
間」

も
「
三
個」

も
客
語
で
な
く
な
り、
「
状
語」
（
日
本
語
に

は
「
状
語」

と
い
う
言
い
方
が
な
い
の
で、

こ
こ
で
述
用
修
飾
語
と
言
う
べ

き
だ
け
れ
ど
も、

客
語
も
連
用
修
飾
語
だ
か
ら、

そ
れ
と
区
別
す
る
に
は、

中
国
語
の
習
慣
に
従
っ
て、
「
状
語」

と
言
っ
て
も
い
い
よ
う
に
思
う）

に

な
る。

こ
れ
は
日
本
語
の
数
洞
が
客
語
に
な
れ
な
い
か
ら
で
あ
る。

③
客
語
は
数
派
と
時
間
で
あ
る。

a
他
被
門
檻
絆
了
一

交。

／
彼
は
入
り
口
の
し
き
い
に
つ
ま
ず
い
た。
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(
X
彼
は
入
り
口
の
し
き
い
に一
度
を
倒
さ
れ
た。）

b
在
山
里
頭
被
包
囲
了
三
天
三
夜。
／
山
の
中
に
三
日
間
包
囲
さ
れ
た。

「一
交」
は
動
的
な
数
畑
で、
「
三
天
三
夜」
は
時
間
の
長
さ
で
あ
る。

こ
れ
も
日
本
栢
に
な
る
と、
客
語
で
な
く
な
り、
「
状
語」
に
な
る
こ
と
で、

．
②
と
同
じ
で
あ
る。

Q
客
語
が
動
作
の
手
段、
道
具
で
あ
る。

a
他
用
縄
子
梱
上
了
箱
子。
（
能
動）

b
箱
子
被
他
梱
上
了
縄
子。
（
受
動）

＇

日
本
語
で
は
道
具
を
表
す
語
は
「
で」
格
で
表
さ
れ
る。
従
っ
て、
こ
の

受

動文
を
そ
の
ま
ま
日
本
語
の
受
け
身
文
に
訳
す
と
二
通
り
が
考
え
ら
れ
る。

a
箱
は
彼
に
縄
で
縛
ら
れ
た。

b
箱
を
彼
に
縄
で
縛
ら
れ
た。

し
か
し、．
こ
の
二
文
は、
日
本
語
と
し
て
は、
不
成
立
で
あ
る。
だ
か
ら

能
動
文
の
「
彼
は
純
で
箱
を
縛
っ
た。」
で
表
す
の
が
自
然
で
あ
る。

囮
客
語
は
動
作
の
結
果
で
あ
る。

他
被
大
家
選
為
小
組
長。

こ
れ
は
「
彼
は
皆
か
ら
組
長
に
選
ば
れ
た」
と
直
訳
す
れ
ぱ
い
い。
中
国

、
。
中
国
語
に
お
い

栢
の
「
為」
が
「
に」
で
表
さ
れ
る
の
も
理
解
し
や
す
"

て、
客
語
だ
っ
た
「
小
組
長」
が
日
本
語
の
湯
合、
「
に」
格
で
表
す
の
が

登
通
で
あ
る。
た
だ
動
作
主
の
「
に」
格
と
間
違
え
な
い
よ
う
に
注
意
し
て

お
く
必
要
が
あ
る。

⑥
主
語
は
場
所
で
あ
る。

大
門
被
人
上
了
鋲゚

こ
れ
を
そ
の
ま
ま
受
け
身
で
日
本
語
に
訳
せ
ば、
「
門
に
は、
錠
が
か
け

ら
れ
て
い
る」
に
な
る。
け
れ
ど
も、
こ
の
よ
う
な
受
け
身
表
現
は
日
本
語

と
し
て
あ
ま
り
い
い
表
現
で
は
な
い、
「
門
に
は
錠
が
か
け
て
あ
っ
た」
と

い
ず
れ
に
し
て
も、
中
国
語
で
主
甜

訳
す
の
が
自
然
で
あ
る。
し
か
し、

だ
っ
た
「
門」
は
日
本
語
に
な
る
と、
「
に」
格
で
表
さ
れ
る。
そ
し
て、

そ
れ
を
「
は」
で
も
っ
て、
主
題
と
し
て
扱
わ
れ
る。
「
門
に
は」
は
も
う

轟
で
な
く
な
り、
場
所
を
表
す
述
用
修
飾
語
の
前
沿
き
と
い
う
点
に
注
意

す
ぺ
き
で
あ
る。

の
王
語
は
材
料、
道
具
で
あ
る。

．

他
用
那
塊
布
倣
了一
条
枷
子。

那
塊
布
被
他
倣
了一
条
被
子。

こ
れ
を
日
本
話
に
訳
せ
ば

a
あ
の
生
地
は
彼
女
に
よ
っ
て
ズ
ポ
ン
に
作
ら
れ
た。

b
あ
の
生
地
を
彼
女
に
ズ
ポ
ン
に
作
ら
れ
た。

c
彼
女
は
あ
の
生
地
で
ズ
ポ
ン
を
作っ
た。

a
.
b
文
は

岱
場
合
と
同
様
に
不
成
立
で
あ
り、
C
文
は一
番
自
然
な

表
現
で
あ
る。

嬰
語
が
方
向
性
の
動
詞
の
客
話
で
あ
る
場
合、
場
所
を
表
す。

他
被
我
推
下
水
去。
／
彼
は
私
に
水
中
に
突
き
裕
と
さ
れ
た。

日
本
語
の
中
で、
方
向
を
表
す
の
に、
主
と
し
て
「
へ
」、
「
に」
を
用
い

る。
だ
か
ら、
客
語
だ
っ
た
「
水」
が
「
に」
格
で
表
さ
れ
る
こ
と
は、
こ
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の
種
類
の
文
で
の
日
中
両
国
語
の
異
な
っ
た
点
で
あ
る
。

⑨
客
話
が
介
詞
の
客
語
で
あ
る
場
合、

場
所
を
表
す。

a
我
被
他
拉
到
屋
里
。

／
私
は
彼
に
部
屋
の
中
に
引
っ
張
り
込
ま
れ
た
。

b
他
被
反
動
派
匿
干
死
地。

／
彼
は
反
動
派
に
窮
地
に
追
い
込
ま
れ
た。

a
.

b
文
で
は、
「
屈」、
H

死
地」

は
そ
れ
ぞ
れ
介
詞
「
到」、
「
干」

の

客
語
だ
っ
た
が、

こ
れ
ら
の
「
到」、
「
子」

の
介
詞
は
方
向、

場
所
を
表
す

か
ら、

8
本
栢
に
訳
し
た
ら、
「
に」

格
で
表
す
の
が
廿
通
で
あ
る
。

ま
た、

a
..
b
文
の
客
栢
が
場
所
を
表
す
の
に
対
し
て、

介
詞
の
客
語
が
動
作
主
を

表
す
例
も
あ
る
。

例
え
ば、

a
人
民
視
菜
反
動
派。

b
反
動
派
被
棄
干
子
人
民。

介
詞
「
千」

の
客
語
「
人
民」

は
「
拗
棄」

と
い
う
動
作
の
出
所
だ
か
ら、

8
本
語
に
訳
せ
ば、

反
動
派
は
人
民
に
見
捨
て
ら
れ
た
。

「
人
民」

が
動
作
主
と
い
う
意
味
に
お
い
て、
「
に」

格
で
表
す
の
が
当

然
な
の
で
あ
る
。

囮
恨
用
句
に
用
い
ら
れ
た
動
詞
と
客
語
の
場
合

a
敵
人
被
我
刑
打
了
埋
伏。

／
敵
は
私
た
ち
の
お
い
て
い
た
伏
兵
に
全

滅
さ
れ
た
。

b
張
小
三
被
慣
了
個
研
哨
泥。
（
陳
登
科）

／
張
小
三
は
口
に
い
っ
ぱ

い
泥
を
押
し
付
け
ら
れ
た。

．

8
本
語
に
も、．
こ
う
い
う
使
い
方
が
あ
る。

例
え
ば、

時
な
ら
ぬ
沖
合
か
ら
の
叫
ぴ
に
岬
の
村
の
人
達
は、

度
胆
を
ぬ
か
れ
た
の

で
あ
る
。
（
壺
井
栄
「
二
十
四
の
咲」）

文
三
は
お
勢
に
心
を
奪
わ
れ
て
い
た
。
（
二
葉
不
亭
四
迷
「
浮
雲」）

「
度
胆
を
ぬ
く」、
「
心
を
奪
う」

は
恨
用
句
で
あ
り、

受
け
身
の
場
合
も

「
度
胆」、
「
心」

を
そ
の
ま
ま
客
語
と
す
る
の
で
あ
る
。

以
上
見
た
よ
う
に
①
か
ら
閥
ま
で
は、

中
国
語
で
も
客
語
を
と
る
文
と
し

て
の
意
味
は
同
じ
で
あ
る。

し
か
し、

中
国
語
で
客
栢
が
あ
る
の
に、

日
本

師
に
な
る
と、
「
を」

以
外
の
連
用
修
飾
語
と
な
る
場
合
が
あ
る
。

日
本
語

の
客
語
は
格
助
詞
の
「
を」

で
表
さ
れ
る。
（
も
ち
ろ
ん、
「
を」

で
表
さ
れ

る
語
は
必
ず
し
も
客
桶
と
は
限
ら
な
い）

だ
か
ら、

そ
の
概
念
範
囲
は、

中

国
語
と
比
べ
て、

ず
っ
と
狭
い
。

こ
れ
は
日
本
語
で
は、

語
句、

或
い
は
単

語
の
文
中
に
憫
か
れ
た
位
位
が
格
助
詞
で
表
さ
れ
る
か
ら
で
あ
ろ
う。

そ
れ
で
は、

次
に
日
本
語
に
お
い
て、
「
を」

を
含
ん
だ
受
け
身
文
を
検

討
し
よ
う。

日
本
語
で
は、

能
動
文
を
受
け
身
文
に
換
え
る
時、

次
の
よ
う
に
能
動
文

の
「
を」

格
を
そ
の
ま
ま
に
す
る
場
合
が
あ
る
。

m
間
接
受
け
身
文
に
用
い
ら
れ
る
。

a
甲
は
乙
に
日
本
語
を
教
え
て
い
る
。

b
乙
は
甲
か
ら
日
本
甜
を
教
え
ら
れ
て
い
る
。

a
文
で
は
「
乙」

も
「
日
本
託」

も、

連
用
修
節
罪
と
さ
れ、

さ
ら
に
細

か
く
分
け
て
見
る
と、

b
文
で
は
「
乙」

は
「
教
え
ら
れ
る」

の
主
語
と

な
っ
て
い
る
。

け
れ
ど
も
「
日
本
罪」

と
い
う
成
分
は
「
教
え
る」、
「
教
え
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ら
れ
る」
の
変
動
と
関
係
な
く、
始
終
「
教
え
る」
と
い
う
動
作
の
客
栢
で

•
あ
る。②

利
害
の
受
け
身

第
二
節
で
あ
げ
た
例
文
は、
客
観
的
で、
話
し
手
と
利
笞
関
係
が
な
い、

そ
れ
に
対
し
て、
話
し
手
ま
た
は
主
話
と
利
笞
関
係
に
あ
る
と
い
う
意
味
で、

こ
こ
で
は
そ
れ
を
「
利
害」
と
名
付
け
よ
う。

1
被
老
の
受
け
身

日
本
語
で
は、
他
動
詞
に
受
け
身
態
が
あ
る
だ
け
で
な
く、
一
部
の
自
動

詞
も
受
け
身
態
が
あ
る。
「
昨
夜、
赤
ち
ゃ
ん
に
泣
か
れ
て、
よ
く
眠
れ
な

か
っ
た」
の
よ
う
に、
話
し
手
が
「
泣
く」
と
い
う
動
作
の
影
響
を
受
け
て、

迷
惑
す
る
と
い
う
意
味
の
言
い
方
が
あ
る。
た
だ
し、
自
動
詞
に
だ
け
迷
惑

の
受
け
身
が
あ
る
の
で
は
な
く、
他
動
詞
に
も
受
け
身
文
に
お
い
て
「
を」

と
「
が」
の
使
い
分
け
に
よ
っ
て、
被
害
の
受
け
身
を
表
す
こ
と
が
で
き
る。

例
え
ば、

a
家
が
焼
か
れ
た。

b
家
を
焼
か
れ
た。

こ
の
二
例
に
お
い
て
は、
a
文
は
客
観
的
な
叙
述
で
話
し
手
の
感
情
が
含

ま
れ
て
い
な
い
の
が
普
通
で
あ
る。
b
文
に
は
話
し
手
が
直
接
に、
ま
た
は

間
接
に
そ
の
影
需
を
受
け
て、
迷
惑
し
て
い
る
と
い
う
意
味
が
含
ま
れ
て
い

る。
a
文
と
比
ぺ
て、
主
観
的
で
あ
る。
「
真
冬
な
の
に、
焼
け
出
さ
れ
る

の
は
困
る」
と
い
う
話
し
手
の
切
実
な
感
惰
が
感
じ
取
れ
る。

同
じ
例
と
し
て、
次
の
よ
う
な
も
の
が
挙
げ
ら
れ
る。

a
台
所
に
お
い
た
魚
を
猫
に
食
べ
ら
れ
て
し
ま
っ
た。

b
門
を
閉
め
ら
れ
て
し
ま
っ
て、
中
に
入
る
こ
と
が
で
き
な
い。

c
私
は
足
を
虫
に
刺
さ
れ
て、
痛
く
て
た
ま
ら
な
い。

以
上
の
各
例
文
で
は、
「
を」
格
に
立
つ
名
詞
を
主
栢
に
す
え
な
い
で、

そ
の
ま
ま
客
藷
と
す
る
の
が
特
徴
で
あ
る。
a
文
「
台
所
に
お
い
た」
と
b

文
「
中
に
は
入
る
こ
と
が
で
き
な
い」
に
は
主
諮
が
現
れ
て
い
な
い
が、
実

際
に
「
私」
と
い
う
潜
在
的
主
語
が
全
文
を
支
配
し
て
い
る。
そ
れ
を

「
が」
で
換
え
る
と
被
害
の
意
味
が
な
く
な
り、
傍
観
者
の
立
場
に
立
つ
こ

と
に
な
る。
c
文
「
私・
足」
で
は
主
語
と
客
翡
と
が
所
屈
関
係
に
あ
る。

要
す
る
に
そ
の
い
ず
れ
も
間
接
受
動
者
た
る
人
間
中
心
の
受
け
身
表
現
で
あ

る。
「
が」
と
「
を」
の
使
い
分
け
に
よ
っ
て、
話
し
手
の
立
場、
郎
ち、

傍
観
者
か
そ
れ
と
も
当
惑
者
か
が
分
か
る。
こ
の
問
題
は、
中
国
人
の
学
習

者
に
と
っ
て、
案
外
難
し
い。

2
恩
恵
の
受
け
身

「
を」
で
表
さ
れ
る
受
け
身
は、
被
害
を
表
す
の
が一
般
で
あ
る。
し
か

し、
時
と
し
て
は、
恩
恵
の
気
持
ち
を
帝
ぴ
る
場
合
も
あ
る。

a
仲
人
に
手
を
取
ら
れ
て
退
場
す
る。

b
妹
は
先
生
に
作
文
を
ほ
め
ら
れ
て、
う
れ
し
そ
う
で
す。

a
文
に
は
潜
在
主
語
「
私」
が
恩
恵
を
受
け
る
語
感
が
入っ
て
い
る
「
て

も
ら
う」
と
匠
き
換
え
る
こ
と
が
で
き
る。
b
文
で
は
主
語
た
る
「
妹」
は

「
ほ
め
る」
と
い
う
勁
作
を
受
け
て
い
る。

中
国
語
の
受
け
身
表
現
で
は、
不
本
意
を
表
す
の
が
多
い。

本意
か
不
本

意
か
は
主
と
し
て、
受
け
身
に
さ
れ
た
動
詞
に
よ
っ
て
分
か
る。
例
え
ば、
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「
ほ
め
る
・
許
す・
助
け
る」
な
ど
の
よ
う
な
動
問、
そ
れ
ら
の
動
詞
自
身

が
い
い
意
味
で
用
い
ら
れ
る
か
ら、
恩
恵
と
し
て
理
解
し
や
す
い。
日
本
語

も
大
体
そ
う
で
あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
あ
る
ま
い。
と
こ
ろ
が
単
に
動
詞

か
ら
見
る
の
で
は、
不
十
分
で、
前
後
の
関
係
を
見
な
け
れ
ば、
本
意
か
不

本
意
か
の
判
断
が
下
せ
な
い
場
合
は、
中
国
栢
に
も、
日
本
語
に
も
幾
ら
も

あ
る。
例
え
ば、

a
娼
子
的
倍
好
后、
被
闘
到
区
上
工
作、
担
任
婦
救
会
長。
／
姐
子
の

偏
が
直
っ
て
か
ら、
区
役
所
に
転
勤
さ
せ
ら
れ
て、
硝
婦
救
会
長
に

な
っ
た。

b
此
后、
我
被
岡
到
男
外一
個
地
方、
而
且
改
了
行。
／
そ
の
後、
私

は
ほ
か
の
所
に
左
遷
さ
せ
ら
れ
た。

a
.
b
二
例
で
は、
皆
「
調
到」
／
「
転
勤
す
る」
と
い
う
動
詞
を
用
い

た
が、
前
例
で
は、
本
意、
後
例
で
は
不
本
意
を
表
す
こ
と
が
明
ら
か
で
あ

る。
日
本
語
も
そ
う
で
あ
る。
例
え
ば、

a
仲
人
に
手
を
取
ら
れ
て
退
場
す
る。

.

b
私
ア
打
捨
っ
と
い
て、
ひ
ょ
い
と
外
の
人
に
取
ら
れ
ち
ゃ
つ
ま
ら
な

い
と
思
っ
て
さ・・・
（
永
井
荷
風
「
腕
く
ら
ぺ」）

同
じ
「
取
る」
に
し
て
も、
a
文
で
は
「
て
も
ら
う」
の
意
味
で、
本
意

を
表
し、
b
文
で
は
「
盗
む」
の
意
味
で
不
本
意
を
表
し
て
い
る。

.

3
恨
用
句
に
用
い
ら
れ
る。

・

目
的
括
を
含
む
慣
用
句
は、
受
け
身
に
換
え
て
も、
「
を」
格
を
そ
の
ま

ま
に
す
る。
こ
れ
は
受
け
身
文
に
客
語
を
含
む
用
法
の―
つ
で
あ
る。
そ
れ

に
つ
い
て、
先
に
述
ぺ
た
の
で、
こ
こ
で
贅
言
し
な
い。
し
か
し、
こ
こ
で

言
い
た
い
こ
と
は、
客
語
を
含
む
恨
用
句
は、
受
勁
形
に
換
え
る
際、
必
ず

し
も、
「
を」
格
そ
の
ま
ま
に
す
る
と
は
限
ら
な
い
こ
と
で
あ
る。
例
え
ば、

美
し
い
も
の
に
は、
だ
れ
し
も
心
が
引
か
れ
る
も
の
で
す。

「
を」
の
変
わ
り
に、
「
が」
の
用
い
ら
れ
る
用
例
で
あ
る。
「
を」
に
比
ペ

て、
客
観
的
で
あ
る。

迷
惑
の
受
け
身

中
国
語
の
受
け
身
文
に
お
い
て
は、
述
絣
を
つ
け
る
こ
と
が
で
き
る。
そ

し
て、
意
味
の
上
で
は、
「「
彼」
の
前
の
名
詞
を
支
配
で
き
る
動
問
で
な
け

れ
ば
な
ら
な
い」
(
F芹
代
淡
語
八
百
詞
J

)。
即
ち、
そ
の
述
語
動
詞
は
他
動

詞
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
意
味
で
あ
る。
と
こ
ろ
が、
日
本
語
の
場

合、
他
動
詞
は
も
ち
ろ
ん、
一
部
の
自
動
詞
で
も
受
け
身
表
現
が
成
立
で
き

る。
例
え
ば、

a
タ
ペ
は
友
達
に
遊
ぴ
に
来
ら
れ
て、
勉
弛
が
で
き
な
か
っ
た。

b
こ
の
子
は
父
に
死
な
れ
て、
学
校
へ
も
行
け
な
く
な
り
ま
し
た。

以
上
の
例
文
は、
「
他
者
の
動
作、
作
用
の
結
果
が
あ
る
彩
慮
を
自
分
の

ほ
う
に
与
え
る
酋
い
方
で
あ
る。
自
分
の
力
で
は
防
ぎ
よ
う
の
な
い、
相
手

側
の一
方
的
行
為、
作
用
に
対
し
て
用
い
ら
れ、
間
接
的
に
そ
の
影
響
を
受

け
る
人
間
が
主
栢
と
し
て
立
つ。
．

．

．

．

．

．

 

迷
惑
意
敗
が
強
く、
心
理

的受
け
身

と
し
て、
情
意
的
な
陰
影
の
浚
い、
は
な
は
だ
日
本
的
な
受
け
身
で
あ
る。」

（
森
田
良
行
「
受
け
身、
使
役
の
首
い
方」）。
「
私
は
父
に
叱
ら
れ
る」
の

四
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た
ぐ
い
の
受
け
身
で
は、
父
は
「
叱
る」
と
い
う
動
作
を
発
し
て、
「
私」

は
直
接
に
そ
の
動
作
を
受
け
る。
そ
れ
に
対
し
て、
例
え
ば、
「
友
達
に
来

ら
れ
て、
勉
強
が
で
き
な
か
っ
た」
の
よ
う
な
受
け
身
文
は
「
友
達
が
来

る」
に
よ
っ
て、
こ
ち
ら
が、
そ
の
影
特
を
受
け
て、
迷
惑
し
て
い
る。
こ

の
意
味
で
は、
迷
惑
の
受
け
身
は
間
接
の
受
け
身
と
言っ
て
も
よ
い。
中
国

話
の
受
け
身
文
で
は、
客
観
的
な
叙
述
に
お
い
て
も、
本
意、
不
本
意
の
意

味
に
お
い
て
も、
そ
の
動
詞
は
主
栢
を
支
配
で
き
る
動
飼
で、
他
動
詞
で
あ

る
の
が一
般
で
あ
る。
と
こ
ろ
が、
中
国
語
に
は
自
動
詞
の
受
け
身
が
全
く

な
い
と
は
言
え
な
い。
例
え
ば、

官
軍
追
殺一
陣、
因
為
地
形
復
雑、
給
郭
揺
旗
逃
脱
了。
／
将
兵
は一
気

に
追
漿
し
た
が、
地
形
が
複
雑
な
の
で、
郭
揺
旗
に
逃
亡
さ
れ
た。

一
定
是

叫躇
了一
個、
刑
事
先
埋
伏
的
隊
貝、
不
是
毎
個
人
都
分
好
了
？

／
き
っ
と一
人
に
逃
げ
ら
れ
た
に
述
い
な
い、
あ
な
た
は
事
前
に
ど
の
隊

貝
も
決
め
ら
れ
た
所
に
潜
伏
さ
せ
て
お
い
た
の
で
は
な
い
か。

こ
の
二
例
は
迷
惑
の
意
味
を
表
す
の
は
明
ら
か
で
あ
る。
そ
の
自
動
詞
は

「
逃」、
「
粒」
な
ど
に
限
ら
れ
て
い
る。
も
ち
ろ
ん
日
本
語
で
も、
受
け
身

に
す
る
こ
と
の
で
き
る
自
動
詞
に
は
制
限
が
あ
る。

「
父
に
死
な
れ
る、
泣
か
れ
る、
行
か
れ
る、
客
に
来
ら
れ
る、
家
に
上

が
り
込
ま
れ
る、
席
に
座
ら
れ
る、
従
業
員
に
休
ま
れ
る、
泣
き
付
か
れ
る、

雨
に
降
ら
れ
る、
雨
に
た
ら
れ
る」
（
森
田
良
行
「
受
け
身、
使
役
の
甘
い

方」）
な
ど
の、
中
国
語
で
は
受
け
身
に
な
れ
な
い
自
動
詞
も
受
動
に
す
る

こ
と
が
で
き
る。
そ
れ
が
た
め
に、
わ
れ
わ
れ
中
国
人
の
学
習
者
が
使
う
時

五

切
で
あ
る。

に
も、
訳
す
時
に
も
間
違
い
を
引
き
起
こ
す
こ
と
も
し
ば
し
ば
見
ら
れ
る。

む
や
み
や
た
ら
に
ど
の
自
動
詞
に
も
「
れ
る·
ら
れ
る」
を
つ
け
る
と
い
う

こ
と
を
し
た
り
す
る。
ど
の
よ
う
な
自
動
詞
が
受
動
形
と
し
て
使
え
る
か
に

つ
い
て、
森
田
良
行
氏
「
受
け
身、
使
役
の
首
い
方」
の
中
で、
す
で
に

は
っ
き
り
述
ぺ
て
い
る
の
で、
こ
こ
で
は
贅
酋
し
な
い。
そ
し
て、
そ
の
よ

う
な
自
動
詞
の
受
け
身
を
中
国
語
に
訳
す
際
に
も、
簡
単
に
「
被」
と
訳
さ

な
い
で、
文
の
意
を
正
確
に
把
掘
し
て、
中
国
語
の
習
慣
に
従
う
こ
と
が
大

日
中
そ
れ
ぞ
れ
の
表
し
方

日
本
語
の
受
動
表
現
で
は、
五
段
動
詞
に
は
「
れ
る」
が
つ
き、
そ
れ
以

外
に
は
「
ら
れ
る」
が
つ
く
（
サ
変
勁
詞
の
場
合
は
「
さ
ー
れ
る、
圧
せ
ー

ら
れ
る、
釆
ぜ
似
ー
ら
れ
る
な
ど、
語
に
よ
っ
て
異
な
る）
の
が
特
徴
で
あ

る。
そ
し
て、
動
作
主
を
表
す
の
に、
「
に」、
「
か
ら」、
「
に
よ
っ
て」
な

ど
の
格
助
詞
が
用
い
ら
れ
る。
こ
の
点
で
は
中
国
語
に
比
ぺ
て、
複
雑
で
あ

る。
中
国
語
で
は、
受
動
表
現
の
マ
ー
カ
ー
と
し
て、
「
被・
給・
叫．

（
教）
．
誼·
由
J

な
ど
の
「
介
詞」
が
用
い
ら
れ
る。
こ
れ
ら
の
「
介

詞」
は
単
独
で
述
語
に
な
る
こ
と
が
で
き
ず、
必
ず
名
詞、
ま
た
は
動
詞
の

前
に
す
え
て、
「
介
詞
の
連
語」
を
構
成
し
て、
次
の
動
詞
を
修
飾
す
る。

「
被・
給・
叫・
譲・
（
教）
・
由」
な
ど
の
「
介
詞」
は、
名
詞
の
前
に

す
え
て、
動
作
主
を
表
す。
そ
の
中
で
「
被・
由
J

は
文
章
に
多
く
用
い
ら

れ
る。
「
給・
叫．
瞑・
（
教）」
は
使
役
と
混
用
し
や
す
い
の
で、
文
章
に
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は
あ
ま
り
用
い
ら
れ
ず、
口
蹄
に
だ
け
用
い
ら
れ
る。
日
本
船
の
楊
合、

「
に」
は
あ
ら
ゆ
る
受
け
身
文
に
使
う
こ
と
が
で
き
る
が、
「
に•
か
ら・

に
よ
っ
て
」

は、
全
く
同
じ
意
味
で
は
な
く、
混
用
し
て
は、
間
述
い
を
起

こ
す
こ
と
も
あ
る。
「
に」
は
受
け
身
文
に一
番
多
く
用
い
ら
れ
る
格
助
詞

で
あ
る。
受
け
身
で
は
動
作
主
を
表
す
の
に、
「
に」
は
ど
ん
な
場
合
に
も

適
用
す
る。
「
か
ら」
は
あ
る
場
合
は
使
え
な
い。
例
え
ば、
「
子
供
に
(
X

か
ら、
X
に
よ
っ
て）
泣
か
れ
る」、
「
客
に
(
X
か
ら、
X
に
よ
っ
て）
来

ら
れ
る」
の
よ
う
な
自
動
詞
の
迷
惑
の
受
け
身
の
意
味
に
お
い
て
も、
「
に」

で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い。
こ
れ
は
単
に
被
店
の
受
け
身
か
ら
考
え
る
の
で
は、

不
十
分
で
あ
る。
「
皆
か
ら
悪
口
を一
百
わ
れ
た」
も
被
害
の
受
け
身
で
あ
る

が
「
か
ら」
を
使
う
こ
と
が
で
き
る。
だ
か
ら、
述
語
動
洞
の
性
竹
か
ら
見

る
ぺ
き
だ
と
思
う。
「
か
ら」
は、
動
作・
作
用
の
出
発
と
い
う
意
味
が
含

ま
れ
て
い
る
か
ら、
音
戸・
言
策
を
発
す
る
と
い
う
動
作
に
使
用
で
き
る
よ

う
で
あ
る。

場
合
に
よ
る
と、
「
に」
と
「
か
ら」
と
を
骰
き
換
え
る
こ
と
が
で
き
る。

こ
れ
は
大
休
次
の
よ
う
な
場
合
で
あ
る。

m
「
か
ら
」

を
と
る
こ
と
の
で
き
る
も
の
は、
人
間
を
表
す
名
詞、
代
名

詞、
そ
れ
に
「
学
校・
啓
察・
会
社」
な
ど
の
よ
う
な
擬
人
化
で
き
る
よ

う
な
も
の
に
限
ら
れ
る。
（
鈴
木
忍
「
文
法」
よ
り）

切
動
作
主
は
人
格
名
詞
だ
か
ら
と
言っ
て、
み
な
「
か
ら」
を
つ
け
て
い

い
と
思
わ
れ
が
ち
だ
が、
「
私
は
す
り
か
ら
財
布
を
す
ら
れ
た」
の
よ
う

な
文
で
は、
「
か
ら」
を
使っ
て、
い
け
な
い
こ
と
は
な
い
が、
不
自
然

さ
が
感
じ
ら
れ
る。
だ
か
ら
「
か
ら」
を
使っ
て、
い
い
か
悪
い
か
は
ま

た
述
紐
動
詞
と
関
係
が
あ
る
と
思
う。
「
か
ら」
は
前
述
し
た
よ
う
に

「
ほ
め
る

ふ粗
む・
言
う」
の
よ
う
な
音
声
に
よ
る
動
作
が
直
接
に
相
手

に
及
ぶ
動
詞
の
米
る
文
に
使
え
る。

③
「
か
ら」
の
使
用
は
「
田
中
先
生
は
学
生
か
ら
粒
敬
さ
れ
て
い
る」
の

よ
う
に、
動
作
主
が
梨
団、
北
U

遥
性
を
表
す
名
詞
に
も
つ
く。

④
「
彼
は
特
か
ら
代
表
に
選
ば
れ
た」
の
よ
う
に‘
―
つ
の
文
の
中
に、

「
に」
が
現
れ
て
は
混
乱
が
起
き
や
す
い。
そ
れ
を
避
け
る
た
め
に
「
か

ら」
を
用
い
る
ほ
う
が
す
っ
き
り
す
る
場
合
が
あ
る
と
思
う。

「
A
は
B
に
（
か
ら）
ー
さ
れ
る」
が
日
本
語
の
代
表
的
な
受
勁
形
で
あ

る
の
に
対
し
て、
「
A
は
B
に
よ
っ
て
1
さ
れ
る」
と
い
う
の
が
西
欧
話
式

の
受
動
表
現
の一
般
形
式
と
さ
れ
て
い
る。
「
成
功
は
不
断
の
努
力
に
よ
っ

て、
逹
成
さ
れ
る」
の
よ
う
に、
西
欧
的
受
動
形
は
無
生
物
や
抽
象
名
岡
が

主
器
に
立
つ
表
現
が一
般
的
で
あ
る。

中
国
語
で
は
「
逃

こ総」
の
よ
う
な
自
動
詞
を
除
い
て、
自
動
洞
の
ほ
と

ん
ど
が
受
動
形
に
な
れ
な
い。
日
本
栢
の
中
で
も、
一
部
の
自
動
岡
（
前
に

非
げ
た）
を
除
け
ば、
ほ
か
の
自
動
詞
に
は
受
動
形
が
な
い。
中
国
語
の

「
埃・
受・
加永
受」、
日
本
諮
の
「
受
け
る」
は、
そ
れ
自
身
す
で
に
受
け

身
の
意
味
が
含
ま
れ
る
か
ら、
受
動
形
が
な
い。

日
本
栢
で
は、
「
続
め
る・
也
け
る」
の
よ
う
な
可
能
動
間
と
「
で
き

六

受
動
形
に
な
れ
な
い
動
詞
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人
る
動
詞
は
受
動
形

の
よ
う
な
可
能
の
意
味
の

仰
せ
つ
か
る・
言

る
・
見
え
る
．
聞
こ
え
る」

お
そ
わ
る
・
助
か
る
・

、
。
そ
し
て、
「
授
か
る
・

が
な
し

•
う
て
る
•
つ
か
ま

、
ぶ
さ
る・
預
か
る•
も
て
る

ヽ
寸
か
る・
ゆ
だ
る・
カ

し・
ー

、
「
れ
る・
ら
れ
る」

す
で
に
受
け
身
の
意
味
を
持
つ
動
詞
も

る」
な
ど、

、
。

す
る
こ
と
は
出
来
な
し

を
つ
け
て、
受
け
身
に-、

人
や
事
物
に
動
作・
作
用
が
向
け
ら
れ、

受
け
身
と
い
う
の
は

そ
の
影

、
受
け
身
形
は
で
A
が
B
に
団
を

特
ゃ
結
果
が
及
ぶ
慈
味
を
添
え
る
も
の
で

「
A
が
B
に
団
を
動
詞
j

に

と
い
う
形
で
起
き、こ

と
を
表
す。
間
接
影
閤
の
場
合

喜
＋
れ
る・
ら
れ
る
j

よ
り
直
接
ま
た
は
間
接
の
彩
押
を
受
け
る

十
、
，

t

』

こ
と
に
そ
う
で
あ
る。

接
受
け
身
の
楊
合
は、

一
般
的

、
う
惑
じ
が
出
る。

ヽ
0

血皿

A
が
何
ら
か
の
意
味
で
被
杏
で
あ
る
と
し

、
11
生
物
名
詞
は
起
こ
り
に
く
し

に
言
っ
て、
受
け
身
形
の
主
語
に
は

j
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